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トピックス5　2次元分光と波長分散光ファイバを応用した高速イメー ジング
　カリフォルニア大学ロサンゼルス校の K. Goda らの
研究グル プーは、2 次元分光パタ ンーと光ファイバの波
長分散を用いた高速イメージング手法を開発したと発
表した 1）。このイメージング手法では、フレームレ トー
6.1×106 fps 注）（6.1MHz）、すなわち 163 ナノ秒間隔、
シャッタ スーピ ドー440 ピコ秒で映像を記録できる。現
在、最高速の CCD カメラではフレームレ トー1.0×106 
fps（1.0 MHz）であり、この 6 倍の速さのフレームレー
トを実現している。
　開発された手法（図表）では、中心波長 1,590nm、
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